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（別紙様式２）

論　文　審　査　の　結　果　の　要　旨
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　原発性アルドステロン症(PA)は、特に片側性サブタイプにおいて、心血管・代謝性疾患のリスク上
昇と関連している。その有病率の高さにもかかわらず、片側性PAが疑われ専門施設に紹介すべき患者
を特定するための臨床モデルが一般診療で利用できないこともあり、片側性PAの症例発見率は限られ
ている。
　申請者らの実施した今回のレトロスペクティブ横断研究の目的は、一般診療で利用可能な臨床デー
タを用いて、機械学習に基づくPAのサブタイプ診断予測モデルを開発することである。片側性PA患者
91名と両側性PA患者138名をトレーニングコホートとテストコホートに無作為に割り付け、ロジス
ティック回帰、サポートベクターマシン、ランダムフォレスト（RF）、勾配ブースティング決定木の4
つの教師あり機械学習モデルを用いて、21の臨床変数から予測モデルを作成した。テストコホートに
おけるPAのサブタイプ診断の予測精度と受信者動作特性曲線下面積（AUC）を、最適化されたモデル間
で比較した。4つのモデルのうち、精度とAUCはRFが最も高く、それぞれ95.7％と0.990であった。血清
カリウム濃度、血漿アルドステロン濃度、血清ナトリウム濃度が、このモデルにおける重要な変数と
して見出された。この3つの変数のみを用いたRFモデルでは、精度は89.1％、AUCは0.950であった。独
立した外部コホートを用いて、3つの変数でのRFモデルにおける同様の精度（85.1%）を確認した。血
液検査を用いて開発された機械学習モデルは、一般診療におけるPAのサブタイプ診断の予測に役立つ
と考えられる。

　以上の成績はこの方面の研究の発展に重要な知見を加えた意義あるものと考えられる。本論文につ
いてまず論文の研究目的、方法、実験成績などについて説明を求め、各調査委員より専門的な観点か
ら論文内容及びこれに関連した事項について種々質問を行ったが適切な回答を得た。なお本論文は共
著者多数であるが、予備調査の結果、申請者が主導的役割を果たしていることを確認した。
　よって調査委員合議の結果、試験は合格と決定し、博士（医学）の学位に値すると認める。
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